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1.緒言

自己がイメージする自分の年齢を主観年齢と定義

し研究を行ってきた[l]。顔画像を用いた主観年齢は総

じて若年視の傾向にあることが確認されている。

本研究では、コミュニケーションにおける発話の要

素を考慮し、音声を用いた主観年齢の推定手法を提案

する。得られたデータに非線型回帰分析を用いて主観

年齢値を算出し[2]、顔画像を用いた主観年齢値との比

較検討を行う。

2.音声を用いた主観年齢推定実験

音声データベース：現在 20歳から 66歳までの男女 56

名分の音声データを実年齢がほぽ均等数になるように

収録している。音声データは、エレクトレットコンデ

ンサーマイクロホン (SONY製 ECM-MS957)とPCを用い

て、日本語 5母音を録音したものである。

音声評定手順：年齢 ・性別の異なる評定者に対して、

音声データベースから評定者の実年齢土10歳に属す

る男女それぞれ 15名分の音声を選択する。2性別X15 

名計 30個のデータを刺激として評定課題を行う。評定

者はランダム順に呈示された音声データに対して 「自

分より年上か年下か」を評価する。評定者には選択音

声に対して「自分より年上か年下か」の 5段階評定を

もとめた。

主観年齢推定手順： x軸に実年齢差（＝音声の実年齢
ー評定者の実年齢）、 Y軸に音声に対する評定結果をと

ると、右上がりの分布となる（図 1(a)）。この分布の

近似曲線の X切片が評定者群の主観年齢シフト値を表

す。分布からロジスティック関数によって近似できる

と仮定し、各評定者群の分布に対して非線型単回帰分

析を適用する。ここで扱うロジスティック関数は以下

の式を用いる。

y= 4 -2 
1 + exp(-a(x -b)) 

パラメータ aは曲線の傾き、bはx軸との交点を表す。

非線型単回帰分析により a、bの値を推定し、 bを評定

者の主観年齢シフト値と定義する。

3.結果および考察

プレ実験として 25歳から 36歳の評定者 II名に対

して音声評定課題を実施し、得られたデータに対して

主観年齢シフト値を算出した。重決定係数の値が低い

データ (R2<0.000) を除外し、 10名分のデータセ ット

に対して平均と標準偏差を求めた。結果を表 lおよび

図 1に示す。

表］ 主観年齢シフト値についての記述統計量

9顔画像 1音声

平均

標準偏差

-1.75 

2.66 

5.738 

9.713 

0

5

0

5

0

5

 

2

1

1

-

埋
+
C
ぶ
編
叶
学
州

因］．音声 ・顔画像別の主観年齢シフト値の比較

音声による主観年齢は、顔画像によるものとは異な

り、正の値をとっている。また推定値のばらつきが顔

画像によるものと比較して極めて大きい。主観年齢推

定においては、音声情報は顔画像情報とは異質な意味

合いを持つ可能性を示している。

4.結言

音声を用いた主観年齢の推定手法を提案し、顔画像

による主観年齢との比較検討を行った。今後の課題は、

性別や年齢層別など評定者のプロフィールの違いによ

る主観年齢の差異を考察することである。
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